
大島グループハラスメント防止 全社員研修
応用編
グループのハラスメント防止対策と
職場の心理的安全性 について

第２回 心理的安全性と心理的柔軟性
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※株式会社ZENTech「心理的安全性認定マネジメント講座」

を引用しています。資料の引用は、マネジメント講座受講者に対して、

出典を明示したうえで使用することが認められています。



心理的安全性 (おさらい)

出典：株式会社ZENTech心理的安全性認定マネジメント講座 2

（ZENTech定義）

•メンバー同士が健全に意見を戦わせ、生産的でよい仕事

をすることに力を注げる。

健全に意見を戦わせる、とは、対人関係のリスクなしで、

•地位や経験に関わらず、誰もが率直な意見・素朴な疑問を言

うことができる。

•メンバー同士が、不都合な真実でも共有し、意見を言い合い、

疑問を確認できる。 （行動にフォーカスしています）



話す、聴く、
雑談する、
報告する、報告し
たことを褒める、
不都合な真実を
歓迎する

個性を発揮、
個性を歓迎、
月並みを拒否、
世の中・顧客の
変化に直面する

挑戦する、
機会を掴む、
挑戦を褒める
・歓迎する・機会
を作る・与える、
失敗を歓迎する、
常識を疑う

相談する、相談に
のる、ピンチを
チャンスに、個人
の成果よりもチー
ムの成果、解決の
ためのアイディア
を広く募る
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出典：株式会社ZENTech心理的安全性認定マネジメント講座

心理的安全性を創る「４つのﾌｫｰｶｽ・ﾎﾟｲﾝﾄ」
ZENTechが、日本企業30,000 人 を計測



心理的安全性に対する誤解=ヌルい職場？

心理的安全性×仕事の基準（妥協点、要求水準）

4出典：株式会社ZENTech心理的安全性認定マネジメント講座



心理的安全性を向上させる要素＝心理的柔軟性
（ZENTechと慶応大学システムデザインマネジメント研修所の研究結果）

•リーダー・メンバーの心理的柔軟性の向上は、

チームの心理的安全性を向上させる。

•特にリーダーの心理的柔軟性による

心理的安全性への影響は大きい。

•リーダーが心理的柔軟だと、チームの学習が大きく促進される。

心理的柔軟性とは・・・一人ひとりの能力・スキル

出典：株式会社ZENTech心理的安全性認定マネジメント講座 5



心理的柔軟性とは、

「今、自分が行っていることに集中して取り組み、

自分の思考・感情をフラットに観て、

自分の価値観に従って行動をとる能力」と定義。
－ネバダ大学心理学部スティーブン・ヘイズ教授、

ACT（アクセプタンス&コミットメント・セラピー）の中で提唱

心理的柔軟性とは ～定義

6出典：株式会社ZENTech心理的安全性認定マネジメント講座



ーZENTech流

心理的柔軟性とは心のしなやかさ。

しなやかであるとは、

正論ではなく「役に立つ」ことを重視すること。

心理的柔軟性とは ～定義

7出典：株式会社ZENTech心理的安全性認定マネジメント講座



心理的柔軟性①～「正論」よりも「役に立つこと」の例

出典：株式会社ZENTech心理的安全性認定マネジメント講座 8



正論よりも「役に立つこと」例②

出典：株式会社ZENTech心理的安全性認定マネジメント講座 9

心理的柔軟性①～正論より「役に立つこと」の例



危機感を持った時に必要な「行動」にフォーカス

出典：株式会社ZENTech心理的安全性認定マネジメント講座 10

心理的柔軟性①～「役に立つ行動」にフォーカス

(上司が)
危機感を持て！

（部下）
「うちの会社ヤバい？
転職？副業？」などと、
心の中のキーワードに
捉われるのではなく、



「役に立つ」＝「行動」に集中

「役に立つ」とは、

「心の中のキーワード、

主観的な言葉、性格」

にフォーカスするのではなく、

具体的にとれる「行動」にフォーカスする。

出典：株式会社ZENTech心理的安全性認定マネジメント講座 11

やる気、主体的、自律的、自信、危機感、
配慮、当事者意識、信頼、責任感、
等々・・・
（これらは共通理解があって初めて伝わる）



心理的柔軟性② ～行動分析を活用する

行動分析とは、「なぜそんな行動をとるのか？」につ
いて規則性を見つけ出す心理学
【図解】行動分析学で行動原理を紐解いてみた | CANVAS（キャンバス） (d2cr.co.jp)

※行動分析を学んでいる方は、「違う」と思うかもしれませんが、

簡単に説明するためにここではご容赦ください。

行動は、きっかけと見返りによって制御される。

「きっかけ‐行動-見返り」のフレークワークを活用して、

望む行動を増やす。

出典：株式会社ZENTech心理的安全性認定マネジメント講座 12

https://canvas.d2cr.co.jp/tips/8038/


心理的柔軟性②～
「きっかけ‐行動‐見返り」のフレームで考える
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出典：株式会社ZENTech心理的安全性認定マネジメント講座

行動はきっかけ、見返りによって制御される。

行動の直後に「好ましくない見返り」があると、

直前の行動が減る。

ミスが減るのではなく、「報告が減る(ミスを隠すようになる)」

相手が望む行動をとっ
てくれないとき、

Unｈappyな見返りを
与えていないか？

自分自身の行動を分析
してみましょう。



自分も問題の一部であるという認識

14出典：株式会社ZENTech心理的安全性認定マネジメント講座



ここまでを通して(グループでよく見られる)ハラスメントの問題を考える
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（基礎編）「かりてきたねこ」を意識。➡自分の行動をマインドフ

ルネスに見分ける。気づいた時点で謝罪、行動を改めることが

できる。気付けない場合、周りが注意・フォローしてあげる。
(心理的柔軟性・マインドフルネス/正論よりも役に立つ行動にフォーカス)

・上司の「期待」を部下と共有。（心理的安全性・率直に意見疑問を言い合う)

・「自覚を持て」「期待してるのに、なぜ期待通りにしないのか⁉」等、抽象的

なワードや「正論」で詰めるのではなく、部下に対して「役に立つこと」を実

践する。 (心理的柔軟性・正論よりも役に立つ行動にフォーカス)

線引きを探しても答えはでない。

自分が相手に望むことは何か、どうすれば効果的に得られるか。

(心理的柔軟性の)「正論よりも、役に立つこと」、「きっかけ-行動-見返り」フ

レームワークで考える 。考えてもわからなかったら、率直に相手に聞いてみ

る。「私、あなたの役に立ちたいんだけど、どうしたらいい？」 （心理的安全

性・率直に意見疑問を言い合う)

行為者にハラスメン
トの自覚がない。
そんなつもりじゃな
かった…

育てるつもりで…、
期待していたから…、
厳く接した

どこまでが指導で、

どこからがハラスメ

ントか、わからない。



まとめ～ハラスメント０を目指して
ハラスメントを起こさないことがなにより大切です
• ハラスメントは起きてしまうと、その解決や対応に多大な労力を使います。

• ハラスメントを受けた人は、傷つき、回復に時間を要します。

• ハラスメント行為者の中にも、自覚がないために自分がしたことにショックを受けている人もい

ます。

• ハラスメントになる前に、周りが注意してあげることは、役に立つ行動です。

• ハラスメントにつながりそうなことがあれば、一人で悩まないで誰かに相談してください。

お一人おひとりが心理的安全性を高める行動を
大島グループのハラスメント防止対策は、グループ社員皆様の意識と、

各社相談窓口担当者や責任者の貢献により、より良いものとなっていっています。

職場の改善のために疑問や相談など、声を上げてください。

チームの心理的安全性は、お一人おひとりの心理的柔軟性にかかっています。

働きやすい職場づくりに力を貸してください。
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＝大島グループ ハラスメント防止研修は終了です。＝

◼研修後、アンケートにお答えください。

来年度の研修の参考に致します。ご協力をお願いいたします。

なお、アンケート回答数をもって受講実績と致します。

■ハラスメント相談 ~一人で悩まずにご相談ください。

各社の相談窓口、

又は、

大島グループ LINE窓口

までお寄せください。LINE登録時には、お名前・所属会社名をお伝えく

ださい。
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ご清聴ありがとうございました。



心理的柔軟性を構成する3つの要素

出典：株式会社ZENTech心理的安全性認定マネジメント講座 19


